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この度は、「ライトシリーズかんたんモデル」をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。
本紙は製品のご使用にあたり、安全上の注意や操作方法、故障かなと思った際の対処法を記載して
おりますので、必ずお読みください。

保証書
保証は下記枠内に記載したご購入時の情報が必要となりますので、ご記入いただき大切に保管願います。本製品の品質は、下記の通り
保証をさせていただいております。万一不良などございましたら、お買い上げの販売店または弊社にお申し付けください。
【補償範囲】
保証期間中に弊社の機器の自責による不良が発生した場合は、修理又は交換を無償で行います。但し、次の場合は補償の範囲外とさせていただきます。
①製品取扱説明書に基づく使用でない場合
②不当な改造・修理による場合
③運搬・落下および衝撃による場合
④天災・災害などによる場合
尚、ここで言う補償は製品のみの補償であり、製品の不良により誘発される損害については補償範囲外とさせていただきます。

【注意事項】
証書を添付の上、商品をご返送願います。
商品の不良が発生した場合、事前にご連絡の上、商品のご返送をお願いします。
事前連絡なく商品のみ送付いただいた場合、受け取りできません。

【保証期間】
納入から2年 （送信機　Ci-LT1）
納入から1年 （ペンダント　Ci-LP1）

型式
製造番号
納入日
販売店
施設・病院名
お名前
ご住所

電話番号

Ci-LT1 / Ci-LP1
Ci-LT1: Ci-LP1:

ライトシリーズ
かんたんモデル

CAREai

※センサーの詳細は別途、各センサー箱内に挿入されている取扱説明書をご覧ください。

●送信機：Ci-LT1

●ペンダント：Ci-LP1
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警告 注意

本製品をご使用になる上で、誤った方法でのご使用は、火災や感電など重大な事故の原因になります。
事故を防ぐためにも、以下を必ずお読みいただき、ご使用ください。
また、本紙はいつでもご確認いただける場所に大切に保管してください。

人が死亡または傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

人が障害を負う可能性が想定される内容、及び物的損害の
発生が想定される内容を示しています。

●本製品は精密機器です。落下・分解・改造はしないでください。
●本製品は防水構造ではありません。万一内部に水が入った際はす
ぐに電源を切り、販売店へご連絡ください。
●本製品に異物や金属物を入れないでください。ショート・感電・火
災の恐れがあります。
●本製品に傷がある場合・故障している場合はただちに使用を中止
し、電源を切って販売店へご連絡ください。
●コード、ケーブルをこの機器以外で使用しないでください。

●本体を直射日光の当たる場所、湿度が高い場所、塵埃の多い場所に
設置しないでください。
●水平でない場所や、振動の激しい場所に設置しないでください。
●火気を近づけないでください。火災の原因になることがあります。
●活線状態(電源が入っている状態)でのケーブルの抜き差しはしない
でください。

1. 安全上のご注意

【記号の意味】　本紙には次のような記号で表示しております。表示内容を十分ご理解いただき、お読みください。

【耐水性について】
Ci-LT1(送信機)は防水・防滴構造ではありません。
Ci-LP1(ペンダント)は生活防水構造です。完全防水ではありません。
水周りでのご使用は避けてください。
【電波法について】
本製品に使用している無線は「電波法第38条の6」にあたる「技術基準適合証明」を取得しております。製品の銘版シールには総務省による
認証番号を記載しており、シールを剥がすことや製品の改造を行うと、電波法違反となりますので絶対に行わないでください。
【無線通達距離について】
本製品において無線通達距離とは屋外環境において機器間に障害物や反射物がない状況での距離となります。屋内では、建物の構造や、
妨害波などの環境の影響により距離が短くなります。その為、設置の際は十分に通信確認を行ってください。
【無線の影響について】
本製品では特定小電力無線429MHｚ帯とANT無線を使用しております。
いずれも10mW以下と人体及び機器に影響を及ぼさない極めて小さい電波送信出力となります。

【免責事項】
本製品は転倒・転落を直接的に防止するものではなく、あくまでも転倒・転落防止の補助手段として使用するものです。万一発生した
人身事故、災害事故等による損害については、当社は一切の責任を負いません。本製品は報知用であり、生命救済・犯罪防止を目的
とした機器ではありません。万一発生した人身事故、災害事故等による損害については、当社は一切の責任を負いません。天災及び
弊社責任以外の災害、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他正常でない条件での使用により
生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いません。

2. 特記・免責事項
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３．システム概要 ４．接続対応機種

【無線の到達距離について】
本製品において無線通達距離とは、屋外環境にて機器間に障害物や反射物がない状況での距離となります。
屋内では、建物の構造や、妨害波などの環境の影響により距離が短くなります。その為、設置の際は十分に通信確認を行ってください。

起き上がりセンサー

超音波センサー

ふむふむセンサー

ペンダント（Ci-LP1）とは

送信機（Ci-LT1）とは コールスイッチ

ベッドから起き上がると検知
転倒リスクが高い方・動きが素早い方に

センサーの前を通ると検知
機器を気にする方・ひっかかりが心配な方に

送信機は、センサーの検知情報を、ペンダントまで送信する機器です。
5ページでご紹介するセンサーのいずれかと合わせて、
センサーご利用場所に設置してお使いください。
また、正面の停止ボタンでは、検知情報の送信を停止しておくことが可能です。

ペンダントはセンサーの検知情報を介護者・看護者に通知する受信端末です。
通知可能距離は送信機から屋外見通しで最大100mです。
受信は電子音と画面表示で通知され、
表示されるセンサ番号によって、センサーの判別が可能です。
ペンダントは受信するグループを、A～H・J・Kの10種から選択でき、
1つのグループでセンサー最大10台まで受信することができます。

10種類の受信グループが設定できます。
グループを分けることで、受信するペンダントを分けることができ、混信対策も可能です。

センサーの組み合わせは自由です
（P.5接続対応機種より）

増設可能
台数上限なし

マットを踏むと検知
機器の設置に不慣れな方・シンプルに使いたい方に

スイッチを押すと検知
任意で呼び出ししたい方に

・
・
・

・
・
・

BCDEFGHJK
グループ

4 5

介護する方が携帯 ご利用場所に設置
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送信機
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（屋外見通し） ふむふむセンサー

（Ci-U5）
ふむふむアダプター
（Ci-U5A）

コンセント
送信機

ずっと
停止5 分

停止

DC-IN 5V

アンテナは、３本以上を推奨します。

▽で選択 ▽で変更□決定 □決定

選ぶ

メニュー

待ち受け画面

テスト
中

テスト

背面

リセット

対応
選ぶ

決定

戻る

メニュー

５．使用前の設定方法 ６．センサー接続方法

①ペンダントの初期設定

　●電源投入
　　いずれかのボタンを長押し
　　（１秒間）

　●受信グループの設定　初期設定：Aグループ
　　変更する場合は「▽メニュー」→「２．グループ設定」より変更してください。

起き上がりセンサー
アラームBOX（Ci-A1）・起き上がりセンサー（Ci-U4）を、送信機に接続します。

超音波センサー
超音波センサー（Ci-LU1）の、「グループ・センサ番号」を送信機の設定と合わせます。

ふむふむセンサー
送信機底面のLAN端子にふむふむアダプター（Ci-U5A）を接続し、使用するふむふむセンサー（Ci-U5）を登録します。
※ふむふむセンサーとふむふむアダプターをセットでご購入の場合は、登録を済ませた状態で出荷しています。

①ふむふむセンサーの電源を入れ、ふむふむアダプターは送信機に接続します。

②ふむふむアダプターの『登録ボタン』を長押しします。
　登録モードが開始され、緑色のLEDが点滅します。（30秒で自動終了）

③ふむふむセンサーを踏みます。

④アダプターの緑色LEDが消灯し、
　「ピー」と鳴れば登録完了です。

コールスイッチ
コールスイッチ（Ci-PB1）を送信機に接続します。

②送信機の初期設定

　●電源投入
　　付属のACアダプターを送信機に差込み、コンセントに挿入
　　※専用のACアダプター以外は使用しないでください。

　●グループの設定
　　上面のフタを開け、「グループ」ダイヤルを回し、
　　①で設定したペンダントのグループと合わせてください。

　●センサ番号設定
　　ペンダントに表示する番号を設定します。
　　フタ内の「センサ番号」ダイヤルを回し、任意の番号に設定。

③センサー接続

　●使用するセンサーを送信機に接続してください。
　　接続方法は７ページからご確認ください。

④通信確認

　送信機からの電波をどのくらいの範囲まで受信できるか
　確認してください。

　●送信機を電波確認モードにする
　　送信機正面「ずっと停止」「5分停止」ボタンを同時長押し
　　緑ランプ・赤ランプが点滅を始めます。

　●ペンダントを持ち歩いて確認する
　　電波確認モードを開始すると、自動的に電波確認画面が表示されます。
　　持ち歩いて、アンテナ表示で受信範囲を確認してください。
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　「ピー」と鳴れば登録完了です。
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　●電源投入
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　　※専用のACアダプター以外は使用しないでください。

　●グループの設定
　　上面のフタを開け、「グループ」ダイヤルを回し、
　　①で設定したペンダントのグループと合わせてください。

　●センサ番号設定
　　ペンダントに表示する番号を設定します。
　　フタ内の「センサ番号」ダイヤルを回し、任意の番号に設定。

③センサー接続

　●使用するセンサーを送信機に接続してください。
　　接続方法は７ページからご確認ください。

④通信確認

　送信機からの電波をどのくらいの範囲まで受信できるか
　確認してください。

　●送信機を電波確認モードにする
　　送信機正面「ずっと停止」「5分停止」ボタンを同時長押し
　　緑ランプ・赤ランプが点滅を始めます。

　●ペンダントを持ち歩いて確認する
　　電波確認モードを開始すると、自動的に電波確認画面が表示されます。
　　持ち歩いて、アンテナ表示で受信範囲を確認してください。
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決定
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メニュー

待ち受け画面

④表示されたセンサーの設置場所まで
　様子を見に行きます。

（ペンダント画面が「対応」表示の間は再通知しないので、）　　気にせずケアに入れます。

７．使い方 ８．一時停止方法

①センサーが検知すると、送信機が送信します。
　※1度送信してから10秒間は次の送信を行えません。

⑤ケアが終わったら、ペンダントのリセットボタンを押し、
　通知を消去します。
　※リセットを押し忘れても、対応状態のまま5分経過すると、
　　通知は自動で消去されます。

③ペンダントの「対応ボタン」を押すと通知音が止まり、
　画面表示が「対応」に変わります。
　※押さずに5分経過すると、通知音が止まりますが、
　　画面表示はコールのまま残ります。

②ペンダントにコール表示と通知音で通知します。

【複数のセンサーから通知が来た場合】
止めたい通知を「選ぶボタン」で選択してから、
「対応ボタン」を押してください

短時間止めたい場合

送信機正面の「5分停止ボタン」を押すと5分間停止します。
（停止中は5分停止ランプ（緑）が点灯します）

停止から5分経過すると自動で一時停止が解除されます。
停止中に再度「5分停止ボタン」を押すと、停止が解除されます。

長時間止めたい場合

送信機正面の「ずっと停止ボタン」を押すと停止します。
（停止中はずっと停止ランプ（赤）が点灯します）

停止中に再度「ずっと停止ボタン」を押すと、停止が解除されます。
手動で復帰操作を行うまで、ずっと停止する機能です。
ご使用の際は停止解除のお忘れにご注意ください。

ピーピー

⚠停止させる目的でACアダプターを抜かないでください。送信機からACアダプターを抜くと、センサーとの無線通信が切断されます。
通信相手のいなくなったセンサーがエラーを出す場合があります。
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　※押さずに5分経過すると、通知音が止まりますが、
　　画面表示はコールのまま残ります。

②ペンダントにコール表示と通知音で通知します。

【複数のセンサーから通知が来た場合】
止めたい通知を「選ぶボタン」で選択してから、
「対応ボタン」を押してください

短時間止めたい場合

送信機正面の「5分停止ボタン」を押すと5分間停止します。
（停止中は5分停止ランプ（緑）が点灯します）

停止から5分経過すると自動で一時停止が解除されます。
停止中に再度「5分停止ボタン」を押すと、停止が解除されます。

長時間止めたい場合

送信機正面の「ずっと停止ボタン」を押すと停止します。
（停止中はずっと停止ランプ（赤）が点灯します）

停止中に再度「ずっと停止ボタン」を押すと、停止が解除されます。
手動で復帰操作を行うまで、ずっと停止する機能です。
ご使用の際は停止解除のお忘れにご注意ください。

ピーピー

⚠停止させる目的でACアダプターを抜かないでください。送信機からACアダプターを抜くと、センサーとの無線通信が切断されます。
通信相手のいなくなったセンサーがエラーを出す場合があります。
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ずっと
停止5 分

停止

ずっと
停止

5 分
停止

『グループ』選択用
『センサ番号』選択用

ずっと
停止

5 分
停止

ずっと
停止

5 分
停止

ずっと
停止

5 分
停止

ずっと
停止

5 分
停止

LANコネクタDCジャック

ずっと
停止5 分

停止

DC-IN 5V

コンセント

ACアダプター

ずっと
停止5 分

停止

DC-IN 5V

ここに接続

（取付具接続穴）

背面（付属品取付箇所）

フタ内部

底面

平置き使用時
（穴を下向きにつける）

壁掛け使用時
（穴を上向きにつける）

フック

背面目隠しプレート

5分停止ボタン

5分停止ランプ（緑）

ずっと停止ボタン

ずっと停止ランプ（赤）

センサ番号設定ダイヤル

グループ設定ダイヤル

ずっと
停止

5 分
停止

ランプ・ブザー状態一覧表（送信機）

機器内部異常
ダイヤル設定異常
通信異常
妨害波受信エラー
5分停止中
ずっと停止中
電波強度確認モード

内容 ランプ ブザー
赤・緑ランプ交互点滅
緑ランプ点滅
赤ランプ点滅
緑ランプ点滅
緑ランプ点灯
赤ランプ点灯

赤・緑ランプ同時点滅

断続音
連続音
連続音
連続音
なし
なし
なし

９．送信機について

送信機Ci-LT1 各部名称

設置場所に合わせた取り付け具を装着します

●フック
ベッドのフットボード・ヘッドボードや、手すりに引っ掛けての使用に。

●背面目隠しプレート
フックやネジなどでの壁掛け使用に。
平置きでの使用時、背面のフック取付孔の目隠しに。

設定方法(グループとセンサ番号について)

①「グループ」を設定します。
　受信させたいペンダントと揃えます。（A～H、J、Kの10種より1つ選択）

②「センサ番号」を設定します。（1～10の10種より１つ選択）
　どのセンサーが検知したかを識別するための番号です。

センサーが検知すると、①選択したグループのペンダントに、
②で設定したセンサー番号を表示して検知したことを通知します。

※設定用ダイヤルが目盛りとずれていると、エラーが出ます。

電波強度確認モードについて

送信機からペンダントまでの受信距離を確認するモードです。
送信機の「5分停止ボタン」「ずっと停止ボタン」を、3秒間同時長押しで確認モードを開始します。
モード中は「5分停止ランプ（緑）」「ずっと停止ランプ（赤）」が同時に点滅します。
同じグループのペンダントに電波マークが表示され、電波の強弱が確認できるようになります。
ペンダントを持ち歩いて、送信機設置位置からどこまでの範囲で受信可能か、確認してください。

再度、 「5分停止ボタン」「ずっと停止ボタン」を3秒間同時長押しすると、確認モードを終了します。
また、5分経過すると自動で確認モードを終了します。

一時停止方法

●「5分停止ボタン」を押すと5分間停止します。（停止中は5分停止ランプ（緑）が点灯します）
　停止から5分経過すると自動で一時停止が解除されます。
　停止中に再度「5分停止ボタン」を押すと、停止が解除されます。

●「ずっと停止ボタン」を押すと停止します。（停止中はずっと停止ランプ（赤）が点灯します）
　停止中に再度「ずっと停止ボタン」を押すと、停止が解除されます。
　手動で復帰操作を行うまで、ずっと停止する機能です。
　ご使用の際は停止解除のお忘れにご注意ください。

停止する目的で送信機の電源を抜かないでください。
送信機と無線で通信しているセンサーがエラーを出す場合があります。

設置方法

付属のACアダプターを送信機底面のジャックに接続し、コンセントへ挿入します。
※専用のACアダプター以外は使用しないでください
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９．送信機について

送信機Ci-LT1 各部名称

設置場所に合わせた取り付け具を装着します

●フック
ベッドのフットボード・ヘッドボードや、手すりに引っ掛けての使用に。
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１０．ペンダントについて

ペンダントCi-LP1 各部名称

●充電について
　専用の充電器を、ペンダント底部のコネクタに奥まで差し込み、コンセントに挿入してください。
　およそ3時間の充電で満充電となります。満充電状態から最大約80時間受信待機が可能です。
　（操作・受信の頻度により減少します）

●スリープモード
　1分間操作がないと、画面が暗転します。受信時は通常通り画面表示されます。
　いずれかのボタンを押すと待受画面を表示します。

●電源ON・OFF方法
［ON］
　「□対応」「○リセット」「▽選ぶ」いずれかのボタンを1秒以上長押しすると電源が入ります。
［OFF］
　「□対応」「▽選ぶ」ボタンを同時に3秒以上長押しすると電源が切れます。
　※「コール」「対応」「電池切れ」表示中は電源を切ることができません。

●待受画面表示

●グループ設定
　ペンダントは、同じグループに設定された送信機からの通知を受信します。

●音量・バイブ設定
　音量の変更とバイブのON/OFFを設定できます。

●電波強度確認モード画面
　電波強度確認モードを使用すると、送信機からペンダントまでの電波状況を確認できます。
　確認モードは送信機から開始します。（P.6 通信確認について）
　確認モード中は、ペンダント画面に電波状況を表すアンテナマークが表示されます。
　持ち歩いて、受信可能範囲をご確認ください。
　（アンテナの本数が多いほど電波状態は安定します）

　アンテナは安定した通信を見込むため、3本以上を推奨しております。
　このモードは、開始から5分経過した場合・または他センサーの通知を受信した場合に自動終了します。

「▽メニュー」
→「3.初期化」を選択

確認画面が表示されます
「YES」を選択

再度確認画面が表示されます
「YES」を選択

待ち受け画面ピーピー

検知したセンサの
センサ番号が表示されます。

「□対応」を押すと
通知音が止まり、
対応表示になります。
対応中は再通知しません。

「○リセット」を押すと
通知音が消去されて、
待受画面にもどります。
リセットを押し忘れても
5分後に自動でリセット
します。

▽
□
○

カーソル移動・グループ選択
決定
戻る

▽
□
○

カーソル移動・選択
決定
戻る

▽
□
○

カーソル移動・選択
決定
戻る

「▽メニューボタン」
→「1.音量・バイブ設定」を選択

音量を4段階より
選択して決定

バイブをON/OFFより
選択して決定

A～H、J、Kの10種のグループより選択してください。「▽メニューボタン」
→「２．グループ設定」を選択

●初期化方法
　設定を出荷状態に戻します。
　出荷状態はグループA・音量中・バイブONとなります。

●受信時の操作について
　センサーが検知するとペンダントが通知を受信します。

【通知が複数来た場合】
最新の通知は上に表示され、古い通
知は下へ繰り下がっていきます。
止めたい通知を「選ぶボタン」で選
択し「対応ボタン」を押してください。
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１２．製品仕様

電源
消費電力
グループ

センサ番号
センサ間通信機能

ペンダント間
通信機能
機能

使用温度
使用湿度
保存温度

AC100V±10％　専用ACアダプター
5W以下
10グループ（A～H、J、K）
ダイヤル設定10ポジション
1～10　ダイヤル設定10ポジション
ANT通信　2.4GHｚ　0.01～1ｍW
通信距離　最大10m（屋外見通し）
特定小電力無線429MHｚ帯　10mW
通信距離　最大100m（屋外見通し）
ブザー　4ｋHz圧電ブザー
ランプ　『5分停止』緑LED
『ずっと停止』赤LED
『5分停止』：5分間ペンダント間通信停止
『ずっと停止』：ペンダント間通信完全停止
0～40℃
30～85％RH
‐10～60℃

項目 規格
●送信機の仕様

電源
充電時間
充電方法
電池寿命
保護等級
送信機間通信

電波方式
変調方式
グループ

機能

使用温度
使用湿度

リチウムイオン電池　3.7V　900mAh
約3時間（空充電から満充電まで）
マイクロUSB（Type-B）　専用ACアダプターDC5V/2.1V
60時間以上
IP54相当　生活防水
特定小電力無線429MHｚ帯　10mW
通信距離　最大100m（屋外見通し）
デジタル信号による周波数変調（F1D）
2値周波数変調
10グループ（A～H、J、K）
ダイヤル設定10ポジション
ブザー　消音・小・中・大
バイブレーション　ON/OFF
0～40℃
30～85％RH

項目 規格
●ペンダントの仕様

１１．トラブルシューティング MEMO

●送信機からブザーが鳴る ・ 設定ダイヤルが目盛とずれていませんか（P.11）

●通知が鳴らない ・ ペンダントの電源は入っていますか（P.6）
 ・ ペンダントの距離は電波の入る範囲ですか
 　送信機から「電波強度確認モード」（P.11）を使用して受信可能な範囲を確認してください（P.6）
 ・ 送信機の電源は入っていますか（P.6）
 ・ 送信機が一時停止状態になっていませんか（P.9）
 ・ ペンダントと送信機のグループは合っていますか（P.6）
 ・ 前回の送信から10秒内ではありませんか
 　送信機にはインターバルがあり、一度送信してから10秒間は次の送信が行えません

●知らない通知が来る ・ 近くでCAREaiライトシリーズを使用していませんか
 ・ 混信する場合はグループを変更してください（送信機P.11、ペンダントP.13）

●ペンダントの画面が消える ・ スリープモードではありませんか（P.12）
 ・ 充電は出来ていますか（P.12）

●ペンダントの画面に「○○センサ電池切れ」と ・ ご使用の「超音波センサー」の電池交換サインです
　表示が出る 　超音波センサー裏面に入っている、電池（単三アルカリ乾電池）を交換してください
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この度は、「ライトシリーズかんたんモデル」をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。
本紙は製品のご使用にあたり、安全上の注意や操作方法、故障かなと思った際の対処法を記載して
おりますので、必ずお読みください。

保証書
保証は下記枠内に記載したご購入時の情報が必要となりますので、ご記入いただき大切に保管願います。本製品の品質は、下記の通り
保証をさせていただいております。万一不良などございましたら、お買い上げの販売店または弊社にお申し付けください。
【補償範囲】
保証期間中に弊社の機器の自責による不良が発生した場合は、修理又は交換を無償で行います。但し、次の場合は補償の範囲外とさせていただきます。
①製品取扱説明書に基づく使用でない場合
②不当な改造・修理による場合
③運搬・落下および衝撃による場合
④天災・災害などによる場合
尚、ここで言う補償は製品のみの補償であり、製品の不良により誘発される損害については補償範囲外とさせていただきます。

【注意事項】
証書を添付の上、商品をご返送願います。
商品の不良が発生した場合、事前にご連絡の上、商品のご返送をお願いします。
事前連絡なく商品のみ送付いただいた場合、受け取りできません。

【保証期間】
納入から2年 （送信機　Ci-LT1）
納入から1年 （ペンダント　Ci-LP1）

型式
製造番号
納入日
販売店
施設・病院名
お名前
ご住所

電話番号

Ci-LT1 / Ci-LP1
Ci-LT1: Ci-LP1:

ライトシリーズ
かんたんモデル

CAREai

※センサーの詳細は別途、各センサー箱内に挿入されている取扱説明書をご覧ください。

●送信機：Ci-LT1

●ペンダント：Ci-LP1


